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平成３０年度　連絡員会議開催

　

７
月
４
日
（
水
）
西
目
の
シ
ー
ガ
ル
を
会
場
に
平
成
３０
年
度

連
絡
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
連
絡
員
１
２
２
名
、
役
員
１９
名
の
ほ
か
、
来
賓
と

し
て
、
森
づ
く
り
推
進
課
藤
田
課
長
、
並
び
に
、
真
崎
班
長
、

田
村
班
長
、
村
川
班
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
議
は
小
松
組
合
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
日
頃
の
ご
苦
労
と

ご
協
力
に
対
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も

引
き
続
き
組
合
員
と
の
重
要
な
連
絡
役
と
し
て
務
め
て
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
組
合
か
ら
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
一
、
指
導
・
総
務
事
業
関
係

　
　
・
賦
課
金
の
お
知
ら
せ

　
　
・
年
間
行
事
計
画

　
　
・
組
合
員
異
動
手
続
き

　
二
、
林
産
販
売
・
丸
棒
加
工
事
業
関
係

　
　
・
木
材
価
格
の
推
移

　
　
・
西
目
セ
ン
タ
ー
共
販
市
況

　
三
、
製
材
・
バ
イ
オ
事
業
関
係

　
　
・
平
成
２９
年
度
西
目
製
材
所
稼
働
状
況

　
　
・
平
成
２９
年
度
〜
３０
年
度
バ
イ
オ
マ
ス
稼
働
状
況

　
四
、
造
林
事
業
関
係

　
　
・
平
成
３０
年
度
造
林
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

連
絡
員
会
議
で
は
連
絡
員
の
皆
さ
ま
か
ら
多
数
ご
質
問
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
主
な
も
の
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
大
内
地
区　

佐
々
木
氏
》

Ｑ
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
面
積
は
ど

の
く
ら
い
か
。

Ａ
、
昨
年
は
誰
で
も
わ
か
る
く

ら
い
真
っ
赤
に
な
っ
た
。
今
年

は
、
葉
っ
ぱ
が
落
ち
て
あ
ま
り

目
立
た
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。

　

防
除
事
業
を
や
っ
て
は
い
る
が
追
い
つ
か
な
い
の
が
現
状
。

　

（
森
づ
く
り
推
進
課
）
２
、
３
年
で
１
万
本
の
被
害
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
１８
市
町
村
に
広
が
っ
て
い
て
、
北
上

し
て
い
る
。
被
害
が
点
在
し
て
い
る
た
め
、
面
積
で
の
把
握
は

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

市
で
決
め
た
守
る
べ
き
ナ
ラ
林
を
中
心
に
防
除
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

《
岩
城
地
区　

伊
藤
氏
》

Ｑ
、
間
伐
の
還
元
金
の
受
け
取

り
に
時
間
が
か
か
る
の
は
な
ぜ

か
。

Ａ
、
間
伐
補
助
金
事
業
に
は
２

種
類
あ
り
、
年
１
回
の
申
請
事

業
は
時
間
が
か
か
る
の
が
現

状
。

《
矢
島
地
区　

土
田
氏
》

Ｑ
、
松
く
い
虫
の
被
害
は
ど
う

な
の
か
。

Ａ
、
各
地
で
少
し
ず
つ
見
ら
れ

る
。
昔
か
ら
比
べ
る
と
松
の
本

数
自
体
が
減
っ
て
い
る
の
で
相

対
的
に
減
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。
県
や
市
の
対
策
事
業
は

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
秋
田
か
ら
の
原
木
等
を
出
す
目
途

は
ど
う
か
。

Ａ
、
上
小
阿
仁
の
ス
ギ
を
何
十
本
か
使
う
事
が
わ
か
っ
て
い

る
。
他
の
情
報
が
入
っ
た
場
合
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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第
２４
回

労
働
安
全
衛
生
大
会

〜
ゼ
ロ
災
を
誓
う
〜

第
２４
回 

労
働
安
全
衛
生
大
会

　
　
　
　
　
〜
ゼ
ロ
災
を
誓
う
〜

優良運転者表彰

　

第
２４
回
労
働
安
全
衛
生
大
会
が
６
月
２２
日
に
由
利
町

の
善
隣
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
に
１
度
開

催
さ
れ
る
こ
の
大
会
は
、
安
全
に
対
す
る
意
識
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、
技
能
職
員
・
事
務
職
員
を
対
象
に
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
優
良
運
転
者
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
大
会
最
後
に
は
、
代
表
職
員
が
安
全
宣
言
を

行
い
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
誓
い
ま
し
た
。

　

安
全
講
話
で
は
、
本
荘
労
働
基
準
監
督
署　

地
方
産

業
安
全
専
門
官　

原
田
武
哉
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
「
林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
」
と

題
し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
の
労
働
災
害
の
具

体
的
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
意
識
改
革
に
繋
が
る
有
意
義
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
職
員
一
丸
と
な
り
、
労
働
災
害

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

講師　原田　武哉　氏

安

全

講

話

【大会宣言】

　林産班　原田智和

私達は、安全管理の重

要性及び労働災害防止

活動を確認し、本大会の

開催を契機に無事故・

無災害の決意を新たに、災害防止対策を全力

で取り組む事をここに宣言致します。

  　「　新たな視点でみつめる職場　 

創意と工夫で安全管理　     

　惜しまぬ努力で築くゼロ災　」

講師　原田　武哉 氏

【大会宣言】

林産班　原田智和

私達は、安全管理の重

要性及び労働災害防止

活動を確認し、本大会の

開催を契機に無事故・

無災害の決意を新たに、災害防止対策を全力

で取り組む事をここに宣言致します。

 「 新たな視点でみつめる職場　

創意と工夫で安全管理　     

　惜しまぬ努力で築くゼロ災　」

■無事故無違反

１５年　五十嵐　　　仁（加工課技能職員）

１０年　植　田　潤　一（加工課）

三　浦　　　淳（林販課技能職員）

小　川　喜　彦（加工課技能職員）

熊　田　聖　二（林販課技能職員）
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第24回  本荘由利森林組合造林コンクール開催要領
１．趣　　旨
　　この造林コンクールは、健全な活力ある優良林分を造成し、良質材生産を志向した保育作業の合理化と技術
の向上を図り、由利地方民有林の森林整備事業の推進と実績を高めるため開催し、合わせて所得向上に貢献する
ことを目的とする。 

２．名　　称　　本荘由利森林組合造林コンクール

３．主　　催　　本荘由利森林組合

４．実施期間　　申込：平成30年９月１日～平成30年９月30日
　　　　　　　　審査：平成30年10月15日～平成30年11月20日

５．実施方法
　①　参加資格
　　　本荘由利森林組合組合員とする。（旧由利地方森林組合及び本荘由利森林組合主催の造林コンクールで
　　　入賞した林分は同一部門での申込みはできません。）

　②　参加林分の基準
　　　※平成29～30年度中に施業を実施した林分に限る。
　　　Ａ　人工林
　　　　（イ）樹　種……スギ
　　　　（ロ）面　積……0.10ha以上
　　　　（ハ）林　齢……植栽後７年生以上

　③　参加部門
　　　幼齢林の部…………７年生～９年生
　　　枝打ちの部…………11年生～30年生
　　　保育間伐の部………21年生以上
　　　収穫間伐の部………21年生以上
　　　育成天然林の部……25年生以上

　④　参加申込
　　　各支所に備え付けの参加申込用紙に記入の上、各支所経由で申込むものとする。

　⑤　審査方法                               
　　　審査委員長は、由利地域振興局農林部森づくり推進課長に依頼し、森づくり推進課員及び森林組合職員を
　　　もって審査するものとする。

　⑥　審査基準　　別に定める。

　⑦　表　　彰
　　　組合長は、審査委員長からの審査結果報告に基づき入賞者を決定し、次により表彰するものとする。  
　　　・最優秀賞（由利地域振興局長賞）・優秀賞（由利森林管理署長賞）・優良賞（県森連合会長賞） 
　　　・入賞（森林組合長賞）・奨励賞（森林組合長賞） 
  
　　　　注：参加林分の状況などにより、入賞に至らない場合もあり得る。 

Ｂ　育成天然林
　（イ）樹　種……広葉樹
　（ロ）面　積……0.10ha以上
　（ハ）林　齢……25年生以上

本
荘
由
利
森
林
組
合

本本
荘
由
利

合

林林
業業
研研
究究
会会

林林

究
会会

通通
常
総総
会会
及及
びびびび

視
察
研
修
研
修

本
荘
由
利
森
林
組
合

　　　　　　林
業
研
究
会

第
２１
回
通
常
総
会
及
び

　　　　　　　 

視
察
研
修

　

７
月
２６
日
〜
２７
日
、
総
会
及
び
視
察
研

修
会
を
開
催
し
１２
名
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。視
察
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

☆
イ
ワ
フ
ジ
工
業
株
式
会
社
（
岩
手
県
奥
州
市
）

　

林
業
機
械
メ
ー
カ
ー

☆
住
田
町
（
岩
手
県
住
田
町
）

　

木
造
庁
舎
・
林
業
日
本
一
へ
の
取
組
み

☆
盛
岡
広
域
森
林
組
合
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

　

盛
岡
広
域
森
林
組
合
概
要
・
き
の
こ
に

つ
い
て

　

今
年
度
は
県
外
の
林
業
情
勢
や
、
取
組

み
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

き
の
こ
で
有
名
な
方
に
お
話
を
伺
い
、
市

販
で
は
取
扱
い
が
な
い
き
の
こ
栽
培
の
様

子
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ワ
フ
ジ
工
業

住
田
町
庁
舎

　④　参加申込
　　　各支所に備

　⑤　審査方法 
　　　審査委員長
　　　もって審査

　⑥　審査基準　

　⑦　表　　彰
　　　組合長は、
　　　・最優秀賞
　　　・入賞（森
 
　　　　注：参加
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近年の国産材をめぐる動き（３回目）

情 報 コ ー ナ ー

■　図―１の地域別生産量では、東北（６県）が５４５万㎥、九州（７県）が４９８万㎥、北海道が

　３１３万㎥の順となっており、この３地域で全国の６６％を占めています。

　その他の地域は、それぞれ１００万㎥前後となっています。

■　ここ数年の東北６県の素材生産量は、年間５００万㎥を超え、九州７県を追い越し、今や、秋田を

　はじめ、東北は、国産材の一大供給基地として、業界関係者から高い関心が持たれる地域と

　なっています。

　　このような背景のもとに、大手企業の東北地域への進出も活発となっており、平成２９年度だけ

　でも、大型の製材や集成材工場、ＬＶＬ工場、木製サッシ工場などが操業を開始したり、または進

　出計画の発表がなされています。

■　これらに加え、近年は、木質バイオマス発電施設の相次ぐ稼働をはじめ、丸太の海外輸出も平成

　２９年度は、全国で約１００万㎥に達するなど、国産材の需要は、ますます増大するものと予想さ

　れていますが、そのためには、素材生産などの労働力の確保と育成が大きな問題となっています。

■　表―１と図―１に、平成２８年度の国産材の「樹種別」と「地域別」の生産量の現状を示しました。

※　円グラフ内の数値は全体に占める比率を表す。 

※　地域別の生産量は公表された数値がないため、林業関係新聞等のデータをもとに推計したもの

　です。 

表－１　国産材の樹種別素材生産量 図ー１  地域別の国産材素材生産量

樹　　種 生　産　量 比   率  （％）

ス 　　　ギ

ヒ　ノ　キ

カ ラ マ ツ

エゾ・トド松

アカ・クロ松

広　葉　樹

そ　の　他

計

1,185

246

231

101

68

219

16

2,066

58

12

11

5

3

11

-

100

単位：万㎥

北海道
１５九州

２４

東北
２７

関東　５
北陸・甲信越

５

東海・中部
　６

関西
７

中国
７

四国
４



森
林
組
合
だ
よ
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平
成
三
十
年
九
月
一
日
発
行　

印
刷
・
㈾
由
利
印
刷

6

（平成30年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段㎥当り価格

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

７月３日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

８月２日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス
　
　
ギ

14下

16～22

24～28

高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

７月：各製材所とも原木不足の中、常連の量産工場と山形県、新潟県の業者が参加し、一本売りを除き完売。全径級とも強含み

で推移しており、１６～２２cmで１１,８００円/㎥、２４～２８cmで１２,８００円/㎥前後といったところ。しばらくこの傾向は続きそう。

８月：山形県勢を含む６名の参加。原木不足のため量産工場が積極的な手当てに向かい完売。単価もやや強含みで、１６～２２cm

で１１,８００円/㎥、２４～２８cmで１３,０００円/㎥前後。

(3, 287)
11, 833 

(2, 004)
7, 213 

(3, 569)
12, 850 

(2, 636)
9, 489 

(3, 556)
12, 802 

(3, 218)
11, 583 

(2, 002)
7, 208 

(2, 003)
7, 210 

(3, 653)
12, 826 

(3, 284)
11, 824 

(3, 656)
13, 162 

(3, 598)
12, 954 

(3, 297)
11, 803 

(3, 282)
11, 814 

(3, 643)
13, 113 

1,132㎥(4,075石)・1,130㎥(4,068石)・99％ 1,025㎥(3,690石)・1,025㎥(3,690石)・100％

総務課からのお願い総務課からのお願い

賦課金納入時期が過ぎており

ます。未納の方は早急に納入をお願い
いたします。

　【取扱金融機関】

　秋田銀行管内各支店

　北都銀行管内各支店

　羽後信用金庫各支店

　山形銀行本荘支店

　きらやか銀行本荘支店

　秋田しんせい農業協同組合各支店

上記金融機関または、森林組合各支所で

お支払下さい。

＊長級3.65m（12尺）　径級16cm～22cm　直材（柱目材）
＊長級3.65m（12尺）　径級24cm～34cm　直材（中目材）

木材価格の推移

平成28年柱目材 平成29年柱目材 平成30年柱目材 平成28年中目材 平成29年中目材 平成30年中目材

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

H28年度

2,357

2,312

2,277

2,253

2,250

2,268

2,373

2,443

2,611

2,658

2,728

2,723

H29年度

2,886

2,802

3,192

3,218

3,282

2,716

2,621

2,679

2,794

2,873

3,008

3,023

3,079

3,085

3,073

3,061

3,026

H30年度

3,076

3,119

3,119

3,015

2,914

3,021

3,099

3,223

3,421

3,484

3,506

3,365

H28年度

3,205

3,140

3,131

3,236

3,466

3,485

3,502

3,524

3,464

3,468

3,467

3,408

H29年度

3,304

3,200

3,359

3,563

3,643

H30年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

石：円

月

（本荘由利木材流通センター）

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000 柱   目  材 中   目  材

全
国
後
継
者
大
会
並
び
に

　　　　　　　　全
国
植
樹
祭
に
参
加

　

６
月
９
日
〜
１０
日
に
福
島
県
で

行
わ
れ
た
行
事
に
林
業
研
究
会
会

長
と
事
務
局
の
２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

後
継
者
大
会
で
は
福
島
の
復
興

に
思
い
を
寄
せ
た
発
表
が
印
象
的

で
、
力
強
い
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

植
樹
祭
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

ご
臨
席
の
も
と
、
全
国
か
ら
約
８
０

０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
行
わ
れ
た
植

樹
祭
で
は
、
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
防
災

林
や
、
地
域
ゆ
か
り
の
樹
種
が
参

加
者
の
手
で
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

震
災
や
原
発
被
害
、
風
評
被
害

な
ど
数
多
く
の
問
題
を
抱
え
な
が

ら
、
復
興
を
目
指
す
福
島
県
民
の

思
い
と
努
力
を
垣
間
見
た
２
日
間

で
し
た
。


